
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
校長 島田 路也 

９月５日に開催した第 79 回学校祭に際しまして、多くのご来賓並びに保護者・地域の皆様にご

来校いただき、また、最後まで温かいご声援を賜りましたことに改めてお礼申し上げます。 
 
緊張の面持ちながらも自らの想いを精一杯伝えようする姿、飛躍を目指してチャレンジする姿、

お互いの健闘をリスペクトする姿。 

生徒会執行部役員のリーダーシップと全生徒のフォロ 

ワーシップが見事に融合し、今年度のテーマ“楽しすぎて 

滅！”を誰もが感じ取ることのできた素晴らしい学校祭だ 

ったように思います。 

学校祭という一大行事を経て、生徒たち一人ひとりに 

「自分の努力が実を結んだ」「自分の本気を最大限に発 

揮できた」等、学びの成果を自分事として受けとめ、今 

後の学校生活に活かしてほしいとも願っています。 
 
さて、今年度の教育活動も早いものでまもなく折り返し地点を迎え、生徒たちは次なるステージ

へと向かうはずです。 

 

 

 

 

 

 

 

「小事が大事」ということわざがあります。その意味するところは「大きな目標を実現しようと

思うなら、小さなことを怠ってはいけない」ということ。 

前期 100 日余りの学校生活を間もなく終えようとしている今、これまでの学びから培った力を

後期の学校生活でどのように発揮すべきなのか、新たな取組の軸として意識する必要があると思

います。 
 
“やれること”や“やるべきこと”等といった小事に対してしっかりと向き合い、根気よく取り組み

継続することで、ポジティブに活動する自身の姿勢が一層育まれ、自立の深まりへとつながってい

くはずです。 

私たちも子どもたちの確かな成長を見取りながら、身に付けさせたい資質・能力を育むこと～

日々の指導充実に余念なく努めていきたいと考えています。 

学校へのお手紙はこちらでも⇒E-mail:mosetyu＠lion.ocn.ne.jp 
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（新たな目標の一例として･･･） 

３年生は、自身の進路実現に向け、納得できる手応えを得られるよう全力で取り組む 

２年生は、最高学年を迎えようとする心構えをもち、学校生活の視野をより広げる 

１年生は、自分の役割・責任等を意識しながら、自身に必要な活動の幅を広げる 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【10 月】行事予定から 

 
 
【野球部】 

 
【バスケットボール部】 
 

【特設陸上部】 
 

 

【８・９月】部活動大会の結果 

 ７月・８月に開催された全道大会に本校から出場した 
野球部４名（第 43 回全日本少年軟式野球大会 ENEOS 
トーナメント北海道大会）、特設陸上部１名（第 57 回 
北海道中学校陸上競技大会）が、８月 28 日に妹背牛町 
教育委員会を表敬訪問し、大会結果等について報告させ 
ていただきました。 
 廣澤教育長からは、全道大会での選手一人ひとりの活 
躍に対する労いとともに、日頃からの地道な努力を忘れ 
ずに、より高みを目指し頑張ってほしいというお言葉を 
いただきました。 

日 曜 主な行事予定 授業時数 日 曜 主な行事予定 授業時数

1 木 英検IBA（全学年） 6 17 土 バスケット新人大会（～10/18）

2 金 いのちの授業（３年）　職場体験（２年）　英検 6 18 日

3 土 バスケットU15道央大会（～10/4） 19 月 公設塾（14:30~15:30） 5

4 日 20 火 避難訓練　SC 6

5 月 公設塾（14:30~15:30） 5 21 水 6

6 火 6 22 木 6

7 水 学力テスト（総合Ｂ） 6 23 金 6

8 木 生徒会役員選挙立会演説会・投票 6 24 土

9 金 前期終業式　SC 6 25 日

10 土 バレーはまなす杯 26 月 6

11 日 27 火 １日参観日　インターネット教室（６校時）　３年進路説明会　２年学年レク 6

12 月 スポーツの日 28 水 6

13 火 後期始業式　職員会議 5 29 木 生徒総会 6

14 水 6 30 金 6

15 木 6 31 土

16 金 認証式　栄養教諭訪問（１年）　生徒会活動日 6 ＊SCはスクールカウンセラー面談日です　



 
第 79 回学校祭をふりかえって  

オープニングを飾った吹奏楽部。もせうし夏まつり以降も練習を重ね、本番を迎えました。部員の見せ場

“ソロパート”も随所に盛り込まれ、生徒たちの鮮やかなペンライトで彩られた会場は、さながらコンサート

会場にいるようにも感じました。 

総合発表では、主に各学年の総合的な学習の時間で学んだ（学んでいる）ことを中心にまとめ、発表しまし

た。聞き手を意識し、表現方法の工夫に富んだ内容の数々でした。 

総合発表が終わり、いよいよクライマックスとなる

学年合唱・全校合唱を迎えます。学校祭の取組の中で

誰もが一番力を入れた種目だったのではないでしょう

か。各学年で、全校で、美しいハーモニーを響かせな

がら、合唱に懸ける生徒一人ひとりの熱意が伝わって

きました。心に残る素敵な合唱に、会場からも拍手喝

采でした。 

生徒たちの熱演も手伝い、あっという間に今年の学

校祭は幕を閉じました。裏を返せば、練習・準備から

当日に至るまで、生徒たちの自主性・創造性等といっ

たものが存分に発揮された成果だったのだろうとも感

じているところです。 


